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☆ NO.３ 2011年１１月１７日発行 ☆

見守  支  伝   
私達は、福祉・介護の仕事のゆたかさを広める活動を推進します。

Contents（目次）
2 ・ 3 MAIN TOPICS 上半期の動きについて
立ち上げから半年が経ち、現状の活動の様子をお知らせします

4 ・ 5 講座など活動報告
それぞれの担当より、コメントをいただいています

6 ・ 7 会員さんの職場にお邪魔しました♪
第1回目は、当ＮＰＯ法人の理事 長尾恵理子さんが所長を務める、千葉・四街道にある

デイサービス「ここ楽もねの里」です

8 会員近況・ボランティアさんご紹介
この活動を支えてくださる会員の近況と協力してくださっている方の紹介をしています

9 会員交流ひろば「Ｓａｌｏｎ ｄｅ ＹＹ」（サロン ド わいわい）

会員の相互交流のための自由な掲示板です。今回は「求人特集」です

10 ・ 11 アンケート集計結果
前回、ご協力いただいた運営と会報についてのアンケート結果をまとめました

12 Information

付録 9 月 3日開催の「地震！！その時わたしは」で配布された「サバイバルカード」

が付いています

会員募集中です！～みんなで会員の輪を広げましょう～

2011 年 11 月 1 日現在の会員数 61 名
（正会員 48 名、賛助会員 9名、団体会員 4団体）

多くの方のご協力により、前回から6名増えました。2011年度は税制優遇の為にも正会員100名、賛助

会員 20名、団体会員１０名を目標としています。引き続きご協力をお願いいたします。

会費のお振込みをお願いいたします
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MAIN TOPICS 上半期の動きについて
NO.２の会報にて平成23年度の予算書をご覧いただいていますが、半年経ち、現状どのように動いているの

かお知らせします。

以下、事業内容の詳細です。

（2011年10月末現在）

各講座・講習共に集客が難しかったです。4月に開催予定の「生活支援技術衣食住」では、開催の中

止も考えましたが、参加を希望されている施設の期待を裏切らないためにどのような形でなら開催できるか

を検討しました。開催の時期・内容・実施方法も当初の予定から変更し、これまで関係の深かった中央区特

養晴海苑に講師を派遣するという形で開催できました。講師の女子栄養大学短期大学部の佐藤智英先生と

CW卒業生 徳森敬子氏、晴海苑の副施設長の西村氏のご協力で、実施できました。

「地震そのとき私は」の集客についても苦戦しましたが、白十字ホームの西岡施設長・桃三ふれあい

の家 大井施設長のご協力により、参加者が増え開催することができました。講師として全面的にご協力い

ただいた池上氏のパワーに感動です。80～90%の方々が満足と答えてくださり講師の皆様のお力によるも

のと、感謝しております。（講座中の写真、内容、アンケートの詳細はホームページをご覧ください）

「介護福祉士実習指導者講習会」については、昨年の募集状況から集客を各回40名と見越していま

したが、1回目が23名、２回目は15名で開催中、3回目は18名の予定で厳しい状況が続いております。

収入確保の為に、一番の出費となる講習会の会場を2回目より東京 YWCA会館から愛恵ビルに変更して、

費用を削減しています。

古巣の東京YWCA会館に戻り、4月4日NPO法人の登記を済ませ心機一転、CW卒業生の寺内(週2

回 事務全般を担当)と石井の二人三脚で粘り強く取り組んでいこうと、スタートしました。

１つ目の課題は収入が限られている事でした。事業収益の見通しが立つのが、講師派遣が始まる 7

月以降であり4月～7月までをどのように乗り切り、安定した収益を見込めるような基盤を作っていく

かを考え、まずは人件費の削減に取り組みました。また毎月固定した出費をできるだけ切り詰めてい

ます。

2つ目の課題は、信頼を得るための広報活動と事業の実施であり、計画した講座・講習は必ず実施す

るために、あらゆる手段をとって柔軟に対応しました。

3つ目には、会員の拡大と我々の活動を共に担ってくれる人を増やすこと。困っているときには、手

を差し伸べ支えてくださる卒業生・元講師・社会保険労務士・税理士の方々とたくさんのお力を得て

進めてまいりました。

講座講習
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現在動いている講師派遣事業は、年間を通しての研修先が２施設と、複数回の研修・講習会が、４事業所

となっています。専門学校時代の講師、卒業生の全面的な協力をいただき、講師派遣研修を進めております。

今年度は、講師給を昨年度の半額でお願いしているので、来年度には少しでも改善できるように努力してい

きたいと考えています。特養Aは、既に3年目の研修であり、初任者・中堅職員の研修に加えて、課長研修

を実施することになりました。課長研修では、窪田先生がＹにお越しくださり月1回計10回のグループス

ーパービジョンを実施しています。主催者として参加させていただいておりますが、私自身、先生のスーパ

ーバイザーとしての言動、所作、場の雰囲気、やり取りの全てから学ばせていただく機会に感謝しています。

特養Bは、ＹＷＣＡの幹事でもある藤谷さんが所属している施設であり、研修に繋げていただくことが出来

ました。

また、講師派遣研修の新たな取り組みとして、元専門学校非常勤講師であった中村道子先生（現駒澤大学

助手）のご協力で研修の効果測定を行っております。こちらに関してはまた機会を改めて、ご報告させてい

ただきます。

東京都福祉サービス第3者評価事業所として8月に認証、現在、社会福祉法人聖風会桜花苑デイサービス

センターからの依頼を受け評価活動を進めております。11月 28日に訪問調査の予定です。評価チームは、

リーダーでマネージメント担当が遠藤、サービスのプロセスが石井、サービスの実施をCW卒業生 藤井紀

子氏が担当します。初仕事であり、徳森氏の紹介でこれまでにも関係の深い施設でもあるため、期待に応え

ることができるように精一杯取り組みます。来年は第3者評価事業を収益の大きな柱として考えています。

講師派遣研修

東京都福祉サービス第三者評価事業
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２０１１年９月３日(土)東京ＹWＣA会館にて

『地震！！そのとき私は ～福祉職として何をすべきか、何ができるか～』

未曾有の東日本大地震、どのように対応をされましたか。利用者の生命・生活はどのように守ればよいか。

職員の体制はどのように整えるか。多くの課題を抱えながら、福祉施設や事業所の責任者、職員として適切な

行動がとれるように、来るべき危機を「想定」し、予測した危機に備えて、創造力（クリエーション）と想像

力（イマジネーション）を働かせて「準備」したいものです。その第一歩としてパネルディスカッション、講

演会を開催しました。

第1部 パネルディスカッション 内容抜粋

神生 幸子氏 社会福祉法人 翠清福祉会 軽費老人ホーム「ケアハウスみと」施設長

今回の地震で絆、支えあいのこころを体験した。いざというとき力になってくれる職員、地域の方々への信

頼と感謝の思いが大切だと報告下さいました。

大井 妙子氏 高齢者デイサービスセンター 桃三ふれあいの家 施設長

地震の対応はどうしていったらよいか。職員体制の確認では家族と連絡がとれ帰宅可能になるまで利用者を

保護する方針であることを報告下さいました。

上岡 夏見氏 社会福祉法人 白十字ホーム職員 都「社福施設等に対する介護職員等の派遣」参加

被災地へ東京都から派遣され、感じたことを発表なさいました。

第2部 ◆講 演◆ 「地域で減災！あなたが力、みんなが力」

池上三喜子氏 財団法人 市民防災研究所 理事・公益財団法人 東京YWCA運営委員長・当 NPO会員

“人のつながり”の大切さと、日頃からどのような備えをしておけばよいのか、また、地域の課題や魅力は何

なのかを事例を挙げながら、お話いただきました。

1 災害を軽減する「自助」「共助」

平時から「自分にできること」、「家族でできること」、「ご近所と力を合わせること」などについて考え、

いつくるかわからない災害に備えておくことが大切

2 内閣府「一日前プロジェクト」から伝わる住民の意識

普段からお宅を訪問して健康状態を聞いたり、心配事はないか話をして自治会長さんとうまく連絡をとりあ

って、一緒に避難するという約束事をつくっておけば、皆が一緒に逃げられる。

3 内閣府「一日前プロジェクト」から伝わる行政職員の意識

被害の大きさによって動きは変わるにしても、最低限の役割分担を決める必要がある。

4 神戸市灘区で被災の教訓

いざ震災となると頼れるのは個人の想像力と創造力だけである。家庭・生活・地域・行政に一貫した「しな

やかな強さ」が求められている。

【講演参加者の声】

● たくさんの事例を入れての説明はとても説得力があり、ホームのあり方、自分の今後を考えさせられまし

た。

● 実践・経験に基づいたお話しだったのでためになり、充実した講演会になりました。他、多数・・・

今回、会員特典として「サバイバルカード」を付録でつけました。ぜひともご活用ください

講師派遣研修

講座参加 レポート
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また、ホームページには写真を入れて内容を掲載しております。そちらも合わせてご覧ください
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★ 講座：介護実習指導者講習会・・・蛯原まゆみ氏

東京YWCA専門学校の教育の柱であった実習指導。学生を育てて

きたスーパービジョン。Yの実習指導方法を、講習会で伝えること

ができたら、現場の役に立つのではないかと考えて今年も「介護福

祉士実習指導者講習会」を開催しています。

３回開催される日程のうち（各４日間）、９月から始まった１

回目には２３名が参加。「介護福祉士」という資格に誇りが持て

るように、本当はどんな施設でありたいのか、介護の原点や介護過程の展開の指導方法を改め

て考え、実習生には何を伝えたいのか、指導方法はどうしたらよいのかと、講義やグループで

のディスカッション、ロールプレイで実習生の気持ちも経験しながら学ぶ指導方法、仲間との

情報交換など濃い内容となっています。

1回目終了後のアンケートでは「施設に戻ったらほかの職員とともに、施設の体制や実習の受

け入れについて見直したい」、「この実習指導の方法は職員の教育にも、生かしてみたいと思

う」等、前向きな言葉がたくさんありました。

人材は現場のいのちです。実習指導者が良きスーパーバイザーとして成長し続けてくださっ

たら良き人材が育つ土壌ができ、人材が人材を産み始めることでしょう。人生のある地点で介

護が必要となり、介護福祉士や施設と出会う人が、自分らしい人生を歩み続けられるようにと

祈りを込めて、２回目以降も福祉現場の役に立つ講習会ができるように襟を正していきたいと

思います。

 講師派遣研修：「リーダー研修」特別養護老人ホーム フェローホームズ・・・新田和子氏

今年８月からのケアワーカー基礎養成コースに続き、９月からユニットリーダー８名、グルー

プリーダー８名を対象とした研修が始まった。最初に全員で、リーダー、リーダーシップ、チー

ムの目的・役割とチームづくりについて学び、その後、ユニットとグループに分かれて各理念と

チーム作りについて学ぶ。私は概論担当、詳しくは徳森さんが担当する。受講生は、18 時半か

ら 2時間、疲れ・眠気・空腹を抱えつつ、または、研修のために出勤しながら、リーダーとして

の自分を磨こうと意欲に燃えて参加している。その真摯な学ぶ姿勢に、毎回胸を打たれ、少しで

も役立ちたいと願っている。

 東京都第三者評価事業・・・藤井紀子氏

東京都福祉サービス第三者評価は、都民の皆さんが福祉のサービスを選択

し易い様に第三者による客観的な評価結果を公表し的確な情報提供を行うと

共に、施設等のサービスの質の向上を目指し利用者本位のサービス実現の為

に活動しています。評価機関として８月に認証され、依頼を受けていた社会

福祉法人聖風会の千住桜花苑デイサービスセンターと９月に契約書を取り交

わしました。１０月に施設見学と職員自己調査等の説明を行い,職員の方への

挨拶の際に遠藤先生が、第三者評価を初めてさせて頂く事業所で緊張と共に

身が引き締まる思いであることをお伝えしました。事業所と共に利用者本位かつ職員の活力と

なるような第三者評価として取り組んで参りたいと思っております。

講師派遣研修・第三者評価事業 担当者からのコメント
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  楽見学
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  楽見学
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この似顔絵は、お知り合いの認知症の方が書いてくださったもの。

宝物だそうです。

会員近況

川副 榮子さん(YWCA専門学校 ケアワークコース平成13年卒業)

川副さんは柔らかな口調の芯のしっかりした女性です。とても活動的な方で、講師としてのお手伝いもしてい

ただいています

こんにちは。50歳でケアワークコースに

入学した川副です。化石化した脳細胞と大

格闘、足腰の痛みに耐えてなんとか卒業。

超激安のグループホームに就職したがため

預金を崩しての日々でしたが、人間貯金は

たっぷりできました。

定年後は横浜市の認知症キャラバンメイ

トとして、地域密着ボランティア活動に借

り出されています。もう一つの貯金の場は、

ヒューマンサービスサポートセンターでの

〝窪田ゼミ〟です。窪田暁子先生の言葉の

中から、見えなかった糸がひきだされます。

古く詰まった思考回路は浄化されて、集ま

った方々の様々の考えを知るので、知識の貯金です。お金は相変わらず貯まりませんが、加齢は

ダイヤモンドのカラットと、勝手に思い込み、新たな人との出会いを楽しみにしています。

ボランティアさん紹介

柴田 美花さん(東京 YWCA専門学校 ケアワークコース平成13年卒業)

得意なパソコンを活かして、主にアンケート集計などを手伝っていただいています。

今号の「地震講座レポート」や「ここ楽もねの里」見学レポートも作ってくださいました。二人の女の子のお

母さんで、この夏は念願の「野尻キャンプ」に家族4人で参加なさったそうです。

東京YWCA専門学校卒業後特別養護老人ホームに１０年勤務し３月に退

職しました。今、久しぶりに御茶ノ水に通い、ボランティアとして月２～

３回の割合で活動しています。ここでの活動は刺激的日々です。利用者の

生活がよりよくなるように施設職員と共に悩み共に考えどう実践につなげ

ていくかを大切に考えたいと思っています。また児童養護施設で音楽療法

をしながら児童と関わっています。『また来てね。』の言葉に私も支えら

れています。
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会員交流広場

サ ロ ン

Salon
ド

de
わい

Y
わい

Y
会員同志の相互交流の場として、掲示板を設けました。同窓

会の告知、サークル活動の紹介、悩み事相談など皆さんから

のお便りをお待ちしています。今回は「求人特集」です。

今回、掲載している4施設は、

専門学校の時から関係の深い施設

で、活動を支えてくださっている

団体会員さんです。

年間を通じた講師派遣研修も実施

中、人材育成に積極的に取り組ん

でいます。

求職中のお知り合いの方がいらっ

しゃいましたら、ぜひこちらをご

案内ください。その際に「会報を

見て」というと、話しがスムーズ

です。

「白十字ホーム」で

検索してみてくださいね

7：00～16：00 ･10：00～19：00

･11：00～20：00 ･12：00～21：00

･17：30～翌10：00夜勤 他
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アンケート集計結果
会報NO2と共に配布したアンケートの集計結果です。20名の皆様より回答をいただきました。

お忙しい中、ご協力をいただきましてありがとうございます。この場を借りて御礼を申し上げま

す。

 会員属性 

1 会員になった理由はなんですか （複数回答あり）

２ どのように活動をしていきたいですか（複数回答あり）

福祉関係 働 

     代 方 多

    

専門性 高 皆   満足    

      情報 提供       

       

多  学校関係者     趣旨 賛同    情報

 欲   方          会報      

    充実        考     

皆   支        

     活動 成 立      
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３ 会報を通して何をしりたいですか（複数回答あり）

４ 会員の特典として望んでいることは何ですか

５ センターの未来の姿について、どんな夢、構想がありますか

６ その他、自由にお書きください

皆さんから頂いたアンケートを基にこれからの活動をより一層進めて参りたいと考えています。

私達の活動を進めるためには、会員一人ひとりのお力が必要です。活動してみたいことを私たち

に発信してください。また、共に行動する仲間を集め一緒に活動しましょう。小さな夢や希望を

ひとつずつ、一緒に実現していきましょう。ご相談お待ちしています。

※ ５．６の自由記述はホームページにて詳細を見ていただくことができます。

意見 多   主 内容 紹介

      理念 活   介護福祉士 専門性 高       活動 中心

            

 卒業生 福祉職 研修 憩  場           

 第三者評価 手伝                 回答       

      今後専門知識 活         派遣        思    

 高齢者支援 充実   仕組  人材 育成 出来   

      程度 期間 責任 持  仕事 続         指導方法 知 

     

活動 動  報告    会員 皆   情報

          思    今号     

   動        交流         設  

       覧         

皆     自発的 活動  手伝  

            仕事      

 悩                  

   投          待     

   



14

Information 会員の輪を広げて支えて下さい！

手伝ってくださる方、引き続き募集しています。

・ホームページのメールマガジンなど運用・管理してくれる方（１～２名）

・会報を作成してくれる方

（レイアウトデザイン・発送 ５・１１月 それぞれ１～２名。その他臨時増刊号あり）

・経理を手伝ってくれる方（ソフトへの簡単入力と伝票整理など 月末１～２名）

・その他、データ入力・リサーチ・フィードバック整理を手伝ってくださる方

平成 23年度の会費振込みをお願いいたします。

年会費

正会員 3,000円/年

賛助会員 一口 10,000円/年 団体会員 一口 20,000/年

会費振込先

（ゆうちょ銀行と東京三菱ＵＦＪ銀行の二箇所あります）

◆株式会社 ゆうちょ銀行 記号10170 番号 80995501

※ゆうちょ銀行の口座からお振込みの場合、手数料無料となります。

◆東京三菱UFJ銀行 神田支店 口座番号 普通預金0138637

会費振込先２箇所とも口座名義は共通です

口座名義

特定非営利活動法人 東京 YWCAヒューマンサービスサポートセ

ンター 代表理事 遠藤久江

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台一丁目８番１１号 東京ＹＷＣＡ会館３階３０１ LL教室後方

TEL･FAX 03-6273-7134 E-Mail：info@ywca-hssc.jp ホームページ：http://ywca-hssc.jp/

発行人：石井須美子 編集人：蛯原まゆみ・柴田美花・寺内真由美 Spechial Thanks 寺内靖裕・佐藤比和

編集人のつぶやき

「わたしたちのすることは 大海の一滴の水にすぎないかもしれません でも、その一滴の

水が集まって 大海となるのです マザーテレサのことば」

ご寄付いただいた方のお名前です。ありがとうございます。（2011年５月以降）

川副栄子・佐藤比和・新田和子・大井妙子・池上三喜子 ５名。誠に勝手ながら、敬称と金額は省略させ

ていただいております。ご了承ください※万が一、お名前の漏れている方がいらっしゃった場合はお知らせください。

次回発行は 5月予定です。（会報はホームページからも見られま

す）

皆様からの会費に

よって、活動が支

えられています。

お願いします。

会費納入がお済で

ない方、是非手続

を！!

mailto:info@ywca-hssc.jp

